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■ 11/24～11/27に発表された主な経済指標 

発表日 指標、イベントなど 結果 ｺﾝｾﾝｻｽ 前回

11/24（火） （独）7-9月期ＧＤＰ（前期比、改） ＋0.7％ ＋0.7％ ＋0.7％

（独）11月Ｉｆｏ景況指数 93.9 92.5 92.0

（独）11月Ｉｆｏ景況指数（現況） 89.1 88.0 87.4

（独）11月Ｉｆｏ景況指数（先行き） 98.9 97.3 96.8

（仏）11月企業景況感 89 91 89

（ﾕｰﾛ）９月鉱工業新規受注（前月比） ＋1.5％ ＋1.0％ ＋0.6％

（ﾕｰﾛ）９月鉱工業新規受注（前年比） ▲16.5％ ▲17.3％ ▲23.2％

11/25（水） （独）12月ＧＦＫ消費者信頼感調査 3.7 4.0 4.0

（伊）11月消費者信頼感指数 112.8 111.5 111.7

（英）7-9月期ＧＤＰ（前期比、改） ▲0.3％ ▲0.3％ ▲0.4％

11/26（木） （ﾕｰﾛ）10月Ｍ３（季調済、前年比） ＋0.3％ ＋0.8％ ＋1.8％

11/27（金） （ﾕｰﾛ）11月ＥＣ景気信頼感 88.8 88.0 86.1

（ﾕｰﾛ）11月ＥＣ鉱工業信頼感 ▲19 ▲19 ▲21

（ﾕｰﾛ）11月ＥＣサービス業信頼感 ▲４ ▲６ ▲７

（ﾕｰﾛ）11月ＥＣ消費者信頼感 ▲17 ▲17 ▲18

（ﾕｰﾛ）11月小売業ＰＭＩ 48.9 － 50.0
（注）ｺﾝｾﾝｻｽはBloomberg調査

 

 

■ ユーロ圏：10-12月期入り後も中核国で製造業活動の拡大が続く 

 

＜ドイツ：11月Ｉｆｏ企業景況感指数＞ 

 24日発表されたドイツの11月Ｉｆｏ企業景況感指数は93.9と前月の92.0から改善。現状判断が10月：

87.4→11月：89.1、今後６ヶ月の見通しが96.8→98.9と、何れも前月を上回った。 

 業種別のＤＩは、製造業（▲16.6→▲11.2）、卸売業（▲10.8→▲8.1）、小売業（▲17.2→▲13.4）が

引き続きマイナス圏にあるものの、前月から一段と改善。一方、建設業は▲25.3→▲27.3と悪化した。 

 同時に発表された11月のサービス業の景況ＤＩは＋2.4→＋1.9と僅かに悪化。今後６ヶ月の見通しが改

善（＋7.0→＋8.0）したものの、現状判断の悪化（▲2.0→▲4.0）が全体の足を引っ張った。 

  

【評価】生産活動と相関の高いＩｆｏ景況感の改善からは、10-12月期入り後のドイツの製造業活動が拡大

基調を続けていることが示唆される。10・11月のＩｆｏ景況感指数は7-9月期平均対比で＋3.6％となり、

これを生産に引き直せば前期比＋２～３％程度のペースに相当する。 
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＜フランス：11月ＩＮＳＥＥ製造業景況感指数＞ 

 24日に発表された11月のフランスのＩＮＳＥＥ製造業景況感指数は89と前月から不変。項目別の内訳は、

「生産の変化」が10月：▲11→11月：▲６、「生産見通し（一般）」が▲10→▲９と改善した一方、「輸

出受注水準」が▲49→▲51と悪化した。「最終財在庫水準」（＋２）、「受注水準」（▲55）、「生産見

通し（自社）」（▲３）は前月から不変。 

 

【評価】10・11月の製造業景況感は7-9月期平均対比で＋8.1％。これは7-9月期の前期比＋12.3％を下回る

ものの、なお高い伸び。10-12月期入り後のフランスの企業活動も引き続き拡大基調にあることが示唆。 

 

＜11月ユーロ圏景気信頼感指数＞ 

 27日に欧州委員会から発表された11月のユーロ圏の景気信頼感指数は88.8と８ヶ月連続で改善。主体別

には、製造産業（10月：▲21→11月：▲19）、サービス業（▲７→▲４）、消費者（▲18→▲17）、小売

業（▲15→▲11）、建設業（▲29→▲26）と軒並み改善。 

製造産業の構成項目のなかでは、「生産」と「生産見通し」の改善が大きく、「受注」、「輸出受注」、

「在庫判断」、「雇用見通し」は小幅の改善にとどまった。同時に集計されたユーロ圏の製造業稼働率は

10-12月期に70.7％と見込まれる。これは、7-9月期の69.6から僅かに上昇するものの、依然として2008年

平均の83.0％から10％以上も低い水準にとどまる。また、2010年の設備投資計画は実質ベースで前年比▲

６％と引き続き投資抑制姿勢が続いている（2009年の修正計画は同▲24％）。 

消費者信頼感は１ポイントの改善にとどまったが、これはドイツの雇用判断の悪化が足を引っ張った。

構成項目のなかでは、「景況」や「物価」が改善したものの、「雇用」項目が悪化。「金融環境」や「貯

蓄」に大きな変化はない。 

 

【評価】企業活動を中心にユーロ各国の景況は総じて改善基調にあるが、雇用不安を背景に消費者マイン

ドの回復が遅れている。また、新たに発表された2010年の設備投資計画がマイナス圏にとどまったほか、

設備稼働率の低迷が続くなど、先行きの設備投資の力強い回復を裏付ける材料は見当たらない。 

 

＜11月ユーロ圏小売業ＰＭＩ＞ 

27日発表された11月のユーロ圏の小売業ＰＭＩは48.9と再び50割れ（前月は50.0）。国別には、イタリ

アが2007年２月以来の50超過となったものの、ドイツが過去５ヶ月で最低水準に悪化、フランスも３ヶ月

振りに業況判断の分岐点である50を割り込んだ。 

 

【評価】10-12月期入り後も製造業活動の回復が確認されているのに対し、消費活動の回復が総じて低調に

とどまっていることを裏付ける内容。 

 

■ 英国：7-9月期ＧＤＰは上方修正後もマイナス成長 

 

＜英国：7-9月期ＧＤＰ改訂値＞ 

25日に発表された英国の7-9月期ＧＤＰ改訂値では、実質ＧＤＰ成長率が前期比▲0.3％と、速報段階の

同▲0.4％から小幅上方修正された。上方修正後も６四半期連続のマイナス成長は不変。 
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新たに公表された需要項目別の内訳は以下の通り。 

・ 個人消費：前期比横ばいと前期の同▲0.6％から持ち直し。衣料品や飲食・宿泊の落ち込みを、自動

車や余暇関連消費の増加が相殺。 

・ 設備投資：前期比▲0.3％と前期の同▲5.2％から落ち込み幅が縮小。公共投資が大幅に増加したも

のの、民間投資の落ち込み（同▲3.0％）が全体の計数を押し下げ。 

・ 政府支出：前期比＋0.2％と前期（同＋0.6％）に引き続き成長率の押し上げ要因に。 

・ 純輸出：前期比寄与度▲0.2％ポイントとこれまでのプラス寄与からマイナス寄与へ（前期は同＋

0.2％ポイント）。輸出（7-9月期：前期比▲1.4％→10-12月期：同＋0.5％）がプラスに転じたもの

の、輸入（同▲2.2％→同＋1.3％）がそれを上回って増加したことから、成長率の押し下げ要因に。 

業種別のＧＤＰをみると、鉱業（同▲4.7％）、製造業（同▲0.1％）、電気・ガス・水道（同▲0.8％）、

建設業（同▲1.1％）、サービス業（同▲0.1％）が何れも落ち込んだ。ただし、サービス業のなかでは、

宿泊・ケータリング業（同＋0.3％）、輸送・倉庫・通信業（同＋0.5％）がプラスに転じた。 

  

【評価】ヘッドラインの数字からは６四半期連続のマイナス成長が目を引くが、内訳をみると内需項目が

総じて持ち直し基調にあるうえ、輸入の増加が成長率の足を引っ張った側面もある。10月の小売統計から

も確認された通り、英国景気も遅ればせながら回復軌道に入ってきたと見てよかろう。もっとも、回復の

足取りはなお弱く、自動車買い替え奨励金による嵩上げも割り引いて考える必要がある。景気の立ち直り

のペースは、ＢＯＥの想定を下回っている印象で、先の金融政策委員会での資産買い入れプログラムの積

み増しも、こうした景気認識に対する不確実性を反映したものと思われる。 

 

以上 


